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1850
1928

山
梨
の
民
俗
を
み
つ
め
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牧
師

山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

27
ひ 

ら

幕
臣
の
次
男
に
生
ま
れ
た
が

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
師
に

甲
府
教
会
に
牧
師
と
し
て
赴
任

山
梨
英
和
女
学
校
設
立
に
尽
力

牧
師
を
辞
し
て

民
俗
学
・
考
古
学
研
究
の
道
に

開館時間 ： 午前9時～午後5時
休 館 日 ： 第2･4火曜日/12月29日～1月3日
入 館 料 ： 無料
TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991

カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

最
初
の
日
本
人
牧
師
と
し
て

各
地
で
布
教
活
動
に
勤
し
む
傍
ら

赴
任
地
の
習
俗
や
民
俗
資
料
を
捜
集
し

つ
ぶ
さ
に
記
録
し
続
け
た
山
中
共
古
。

甲
府
教
会
赴
任
中
の
見
聞
を
ま
と
め
た

『
甲
斐
の
落
葉
』を
は
じ
め
、数
々
の
成
果
を
発
表
し

日
本
民
俗
学
の
礎
を
築
い
た
。

　
山
中
共
古
は
、１
８
５
０（
嘉
永
３
）年
、江

戸
の
四
谷
仲
殿
町（
現・東
京
都
新
宿
区
）に

徳
川
家
の
御
家
人・山
中
三
九
郎
保
全
の
次

男
・
平
蔵
と
し
て
生
ま
れ
た
。共
古
は
筆
名

で
あ
る
。

　
共
古
は
、和
宮
親
子
内
親
王
の
広
敷
添
番

に
登
用
さ
れ
、江
戸
城
で
和
宮
に
仕
え
て
い
た

が
、１
８
６
８（
明
治
元
）年
、徳
川
家
が
駿
府

移
封
と
な
る
と
、駿
府
へ
移
住
。静
岡
藩
の
静

岡
学
問
所
の
英
学
生
と
な
り
、そ
こ
で
、E・W・

ク
ラ
ー
ク
ら
外
国
人
教
授
に
影
響
を
受
け
た
。

　
１
８
７
４（
明
治
７
）年
、カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
の
宣
医
師
D・マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
受

洗
し
、キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

帰
国
し
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
代
わ
り
、１
８
７

８（
明
治
11
）年
頃
か
ら
伝
道
活
動
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。１
８
８
１（
明
治
14
）

年
、東
洋
英
和
学
校
神
学
科（
現
・
麻
布
中

学
校・高
等
学
校
）を
卒
業
。翌
年
、正
式
に

日
本
人
初
の
カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧

師
と
な
っ
た
。

　
１
８
８
６（
明
治
19
）年
、甲
府
教
会
に
牧

師
と
し
て
赴
任
し
た
共
古
は
、甲
府
教
会
や

日
下
部
教
会
を
拠
点
に
、布
教
活
動
に
勤

し
み
、峡
東
の
名
望
家・飯
島
信
明
、中
沢
徳

兵
衛
ら
に
洗
礼
を
施
し
、甲
府
教
会
の
移

転
新
築
や
山
梨
英
和
女
学
校（
現・山
梨
英

和
中
学
校・高
等
学
校
）設
立
に
も
尽
力
す

る
な
ど
、県
内
に
新
た
な
欧
米
文
化
の
種
を

ま
い
た
。

　
一
方
、布
教
の
た
め
に
訪
れ
た
県
内
各
地

の
人
々
の
暮
ら
し
を
は
じ
め
風
習
、石
仏
、

骨
董
な
ど
に
興
味
を
抱
き
、そ
れ
ら
を
端
正

な
絵
と
端
的
な
文
に
し
た
た
め
た
。そ
れ
ら

の
成
果
は
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』な
ど

で
発
表
し
、中
央
に
山
梨
の
民
俗
風
習
を
知

ら
し
め
た
。そ
し
て
、こ
の
論
説
は
当
時
、藤

村
県
政
で
県
内
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る

中
、変
容
し
た
り
消
散
し
た
り
し
て
い
く
山

梨
の
民
俗
を
つ
ぶ
さ
に
書
き
留
め
た
貴
重
な

記
録
と
な
っ
た
。

　
１
８
９
３（
明
治
26
）年
、山
梨
を
離
れ
た

共
古
は
、東
京
、静
岡
の
各
教
会
で
牧
師
を

歴
任
し
な
が
ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民

俗
に
興
味
を
抱
い
た
。民
俗
学
が
学
問
と
し

て
確
立
す
る
以
前
か
ら
そ
の
分
野
の
研
究

に
励
ん
だ
共
古
は
、民
俗
学
者
の
柳
田
国
男

や
藤
井
貞
幹
、松
浦
武
四
郎
ら
と
交
流
し

た
。特
に
柳
田
国
男
と
は
、道
祖
神
や
甲
斐

奈
神
社（
甲
府
市
）に
み
ら
れ
る「
石
神
」に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、共
に
探
求
す
る
な

ど
親
交
を
深
め
た
。

　
１
９
１
２（
明
治
45
）年
、牧
師
を
辞
し
た

後
は
、青
山
学
院（
現・青
山
学
院
大
学
）の

図
書
館
に
勤
務（
後
に
館
長
と
な
る
）す
る
傍

ら
、民
俗
学・考
古
学
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

実
地
調
査
を
重
ん
じ
、挿
絵
入
り
の
報
告

書
や
論
文
を
発
表
し
な
が
ら
、牧
師
時
代
の

見
聞
を
基
に
、『
土
俗
雑
語
』『
見
付
次
第
』

『
吉
居
雑
話
』な
ど
多
く
の
作
品
を
執
筆
し

た
。そ
の一つ『
甲
斐
の
落
葉
』に
は
、甲
府
教

会
赴
任
中
の
約
７
年
間
に
捜
集
し
た
、衣
食

住
を
は
じ
め
人
生
儀
礼
、慣
習
、道
祖
神
祭

り
な
ど
の
年
中
行
事
や
、方
言
、伝
説
、俗
信
、

歌
謡
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
当
時
の
山
梨
の
姿

が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。柳
田
国
男
は
、

そ
の
内
容
を
高
く
評
価
し
、自
ら
編
集
す
る

『
炉
辺
叢
書
』の一冊
と
し
て
１
９
２
７（
昭
和

２
）年
に
刊
行
し
た
。

　
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
、79
歳
で
生
涯
を

閉
じ
た
共
古
。そ
の
生
涯
に
わ
た
る
探
求
は

後
進
の
登
場
を
促
し
、一
連
の
著
書
は
今
も

山
梨
県
の
民
俗
学
研
究
の
礎
と
な
って
い
る
。

第5回展示「郷土のために尽くした人々」
期　　間 ： 4月1日～9月27日

ひ
ろ
し
き
そ
え
ば
ん

か
ず
の
み
や
ち
か
こ
な
い
し
ん
の
う

き
ょ
う
こ

み 

つ
け 

し 

だ
い

ど 
ぞ
く
ぞ
う
ご

ろ 

へ
ん
そ
う
し
ょ

き
っ
き
ょ

こ
っ
と
う

共古が在任中に新築した甲府教会（山梨県立博物館蔵）

（左）『甲斐の落葉』で紹介されている明治時代当時の
甲斐の道祖神。（右）記述された丸石の道祖神は、現
在も甲斐市に残っている

い
そ

お
ち 

ば



　1617

山
中
共
古
1850
1928

山
梨
の
民
俗
を
み
つ
め
た
牧
師

山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

27
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ら

幕
臣
の
次
男
に
生
ま
れ
た
が

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
師
に

甲
府
教
会
に
牧
師
と
し
て
赴
任

山
梨
英
和
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に
尽
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カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

最
初
の
日
本
人
牧
師
と
し
て

各
地
で
布
教
活
動
に
勤
し
む
傍
ら

赴
任
地
の
習
俗
や
民
俗
資
料
を
捜
集
し

つ
ぶ
さ
に
記
録
し
続
け
た
山
中
共
古
。

甲
府
教
会
赴
任
中
の
見
聞
を
ま
と
め
た

『
甲
斐
の
落
葉
』を
は
じ
め
、数
々
の
成
果
を
発
表
し

日
本
民
俗
学
の
礎
を
築
い
た
。

　
山
中
共
古
は
、１
８
５
０（
嘉
永
３
）年
、江

戸
の
四
谷
仲
殿
町（
現・東
京
都
新
宿
区
）に

徳
川
家
の
御
家
人・山
中
三
九
郎
保
全
の
次

男
・
平
蔵
と
し
て
生
ま
れ
た
。共
古
は
筆
名

で
あ
る
。

　
共
古
は
、和
宮
親
子
内
親
王
の
広
敷
添
番

に
登
用
さ
れ
、江
戸
城
で
和
宮
に
仕
え
て
い
た

が
、１
８
６
８（
明
治
元
）年
、徳
川
家
が
駿
府

移
封
と
な
る
と
、駿
府
へ
移
住
。静
岡
藩
の
静

岡
学
問
所
の
英
学
生
と
な
り
、そ
こ
で
、E・W・

ク
ラ
ー
ク
ら
外
国
人
教
授
に
影
響
を
受
け
た
。

　
１
８
７
４（
明
治
７
）年
、カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
の
宣
医
師
D・マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
受

洗
し
、キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

帰
国
し
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
代
わ
り
、１
８
７

８（
明
治
11
）年
頃
か
ら
伝
道
活
動
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。１
８
８
１（
明
治
14
）

年
、東
洋
英
和
学
校
神
学
科（
現
・
麻
布
中

学
校・高
等
学
校
）を
卒
業
。翌
年
、正
式
に

日
本
人
初
の
カ
ナ
ダ・メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧

師
と
な
っ
た
。

　
１
８
８
６（
明
治
19
）年
、甲
府
教
会
に
牧

師
と
し
て
赴
任
し
た
共
古
は
、甲
府
教
会
や

日
下
部
教
会
を
拠
点
に
、布
教
活
動
に
勤

し
み
、峡
東
の
名
望
家・飯
島
信
明
、中
沢
徳

兵
衛
ら
に
洗
礼
を
施
し
、甲
府
教
会
の
移

転
新
築
や
山
梨
英
和
女
学
校（
現・山
梨
英

和
中
学
校・高
等
学
校
）設
立
に
も
尽
力
す

る
な
ど
、県
内
に
新
た
な
欧
米
文
化
の
種
を

ま
い
た
。

　
一
方
、布
教
の
た
め
に
訪
れ
た
県
内
各
地

の
人
々
の
暮
ら
し
を
は
じ
め
風
習
、石
仏
、

骨
董
な
ど
に
興
味
を
抱
き
、そ
れ
ら
を
端
正

な
絵
と
端
的
な
文
に
し
た
た
め
た
。そ
れ
ら

の
成
果
は
、『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』な
ど

で
発
表
し
、中
央
に
山
梨
の
民
俗
風
習
を
知

ら
し
め
た
。そ
し
て
、こ
の
論
説
は
当
時
、藤

村
県
政
で
県
内
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る

中
、変
容
し
た
り
消
散
し
た
り
し
て
い
く
山

梨
の
民
俗
を
つ
ぶ
さ
に
書
き
留
め
た
貴
重
な

記
録
と
な
っ
た
。

　
１
８
９
３（
明
治
26
）年
、山
梨
を
離
れ
た

共
古
は
、東
京
、静
岡
の
各
教
会
で
牧
師
を

歴
任
し
な
が
ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民

俗
に
興
味
を
抱
い
た
。民
俗
学
が
学
問
と
し

て
確
立
す
る
以
前
か
ら
そ
の
分
野
の
研
究

に
励
ん
だ
共
古
は
、民
俗
学
者
の
柳
田
国
男

や
藤
井
貞
幹
、松
浦
武
四
郎
ら
と
交
流
し

た
。特
に
柳
田
国
男
と
は
、道
祖
神
や
甲
斐

奈
神
社（
甲
府
市
）に
み
ら
れ
る「
石
神
」に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、共
に
探
求
す
る
な

ど
親
交
を
深
め
た
。

　
１
９
１
２（
明
治
45
）年
、牧
師
を
辞
し
た

後
は
、青
山
学
院（
現・青
山
学
院
大
学
）の

図
書
館
に
勤
務（
後
に
館
長
と
な
る
）す
る
傍

ら
、民
俗
学・考
古
学
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

実
地
調
査
を
重
ん
じ
、挿
絵
入
り
の
報
告

書
や
論
文
を
発
表
し
な
が
ら
、牧
師
時
代
の

見
聞
を
基
に
、『
土
俗
雑
語
』『
見
付
次
第
』

『
吉
居
雑
話
』な
ど
多
く
の
作
品
を
執
筆
し

た
。そ
の一つ『
甲
斐
の
落
葉
』に
は
、甲
府
教

会
赴
任
中
の
約
７
年
間
に
捜
集
し
た
、衣
食

住
を
は
じ
め
人
生
儀
礼
、慣
習
、道
祖
神
祭

り
な
ど
の
年
中
行
事
や
、方
言
、伝
説
、俗
信
、

歌
謡
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
当
時
の
山
梨
の
姿

が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。柳
田
国
男
は
、

そ
の
内
容
を
高
く
評
価
し
、自
ら
編
集
す
る

『
炉
辺
叢
書
』の一冊
と
し
て
１
９
２
７（
昭
和

２
）年
に
刊
行
し
た
。

　
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
、79
歳
で
生
涯
を

閉
じ
た
共
古
。そ
の
生
涯
に
わ
た
る
探
求
は

後
進
の
登
場
を
促
し
、一
連
の
著
書
は
今
も

山
梨
県
の
民
俗
学
研
究
の
礎
と
な
って
い
る
。
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在も甲斐市に残っている

い
そ

お
ち 

ば


